
学校教育目標：「夢の実現に向けて挑戦、そして前進」～全員主役・全員本気・全員成長～ 

 

 

 

生徒たちによる学力向上の取組 ～生徒総会から授業研究会へ～ 
 ６月５日（水）に天草小学校の先生方にも来校いただき、小中合同の研究授業を実施し
ました。例年、教職員だけの授業参観及び研究会でしたが、今回は授業をおこなう１年生
だけでなく、２・３年生も授業を参観し、その後、生徒のみによる授業研究会も実施しま
した。これは、先に行われた生徒総会での学力向上に向けた提案事項を受け、それを実践
し、検証する場として設定したものです。初めての試みで、うまくいくか多少の心配はあ
りましたが、当日は、２・３年生から１年生の授業の受け方の課題が指摘され、その改善
策も提示されました。生徒たちが自分たちで授業に取り組む理想的なスタイルを創り出そ
うとする姿勢は今後の成長を期待させるものでした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今回は１年生の授業をもとに授業研究会
を実施しましたが、今後は２・３年生の授業
も参観し協議していく予定です。 
また、生徒たちから出てきた課題や改善策

を意識し、教職員も授業改善につなげていき
たいと思います。 

 

小中合同 白鶴浜清掃 
 ６月４日の午後から、天草小学校の３～ 

６年生と天草中学校の全生徒で白鶴浜の清 
掃をおこないました。昨年度は雨天のため 
中学校のみの実施で、今年も雨が心配され 
ましたが、無事実施することができました。 
 ふるさとの素晴らしい環境を自分たちの 
手できれいにすることで、郷土愛や環境保 
護につながってくれればと思います。短い 
時間でしたが多くのごみが集まりました。 
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授業を体育館で実施。２・３年生が１年生を
囲む形で参観しました。 

授業研究会では小グループを作って、授業の
課題と対策について協議しました。 

授業研究会は、生徒会議長、書記が中心となって進行
し、活発な意見交換がおこなわれました。 



「心のきずなを深める月間～いじめを許さない学校・学級を目指して～」 

 熊本県では、６月の１ヶ月間を上記の期間と設定し、各教育委員会や学校において、い

じめの未然防止に重点を置いた総合的な対策を推進しています。本校でも、「いじめ防止基

本方針」（本校ホームページに掲載）に基づき、６月の前後も併せて、いろいろな取組を行

っています。（予定を含む） 

【本校の取組】※主なものを記載 

 ①心のアンケート（学校版、天草市版） 

 ②教育相談（５／２７～６／３ 全校生徒実施） 

 ③部活動キャプテン会議（部活動における人間関係づくり） 

 ④親の学びプログラム（７／４実施予定 保護者向け、生徒向け） 

 ⑤ストレス対処教育（７／４実施予定 生徒向け） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※参考（相談窓口について） 

 本校、市教育委員会、天草教育事務所には、いじめや不登校等への悩みに対応するた

めの相談窓口があります。児童生徒はもとより、保護者の相談も可能です。 

○本校 

心の教室相談員（毎週月・水・金 勤務） ＴＥＬ４２－１１０５ 

○天草市教育委員会 

 教育指導アドバイザー（毎週月・水・金 勤務） 

 教育相談カウンセラー（年間６０日）※臨床心理士、言語聴覚士、作業療法士 

 ＴＥＬ３２－９０１１（学校教育課 相談専用電話 ほっとスペース） 

○天草教育事務所 

 スクールカウンセラー（ＳＣ） （週１～２日勤務） ※男性２名 女性１名 

 スクールソーシャルワーカー（ＳＳＷ）（男性：週２日 女性：週４日 勤務）  

 学校支援アドバイザー（支援ＡＤ）（女性：週１～２日勤務） 

 ＴＥＬ２２－４１２７（相談専用電話  不在時：留守番電話） 

 ※ＳＣの役割：教育相談、カウンセリング、研修講師、専門機関の紹介 

  ＳＳＷの役割：学校・家庭・関係機関のネットワーク構築、ケース会議の開催、教育相談 

  支援ＡＤの役割：日常的な個別相談、専門機関の紹介、専門機関とのネットワーク構築 

人権について、知っておきたいこと～就職の採用面接から～ 
 ５月１６日付けの熊日新聞に採用面接時の不適切な質問（発言）についての記事が載っ
ていました。３年以内に就職試験を受けた１８～２９歳の１４．５％が不適切な質問を経

験しているということです。 
【主な不適切質問（例）】 
 恋人の有無、体型や容姿、出産や育児の可能性、本籍地や出生地、性自認への違和感、
性的指向、支持政党、宗教、両親の職業 等 
 これらの内容は、男女差別、就職差別、部落差別等につながる問題発言になりますが、
意外と事業主はこれが問題であるという意識は薄いのではないかとも思われます。面接以
外でも、日常的な会話の中でこのような発言がついつい出てしまうことも考えられます。 

一般的な知識として知っておくことが大事ではないでしょうか。 

 


